第１章　事前協議及び出店準備計画書の作成について
　・　市長は、大規模小売店舗立地法（以下、「法」という。）第５条第１項、第６条第２項及び附則第５条第１項（同条第３項において準用する場合を含む。）の規定による届出をしようとする者（以下「届出予定者」という。）に対し、事前協議を求めます。原則として、千葉市大規模小売店舗立地法施行要綱（以下、「要綱」という。）第２条第２項に規定する出店準備計画書（以下「計画書」という。）を作成し、市長と協議を行ってください。
　・　事前協議は、大規模小売店舗を設置する者が配慮すべき事項に関する指針（以下「指針」という。）に示された配慮事項が交通・騒音・廃棄物等多岐にわたるため、法に定める届出に先立ち、市関係部署及び警察等関係機関と協議をしていただくためのものです。
　・　計画書は、第１部（届出事項・添付書類編）及び第２部（届出事項以外の指針配慮事項編）の２部構成となっており、内容については以下のとおりです。
　・　第１部（届出事項・添付書類編）は、法第５条第１項及び同条第２項並びに法施行規則第３条及び第４条に規定する届出事項及び添付書類の部分ですので、記載漏れのないよう作成してください。
　・　第２部（届出事項以外の指針配慮事項編）は、指針の流れに沿って、配慮事項を示してありますので、本市と協議のうえ、必要事項を選択して作成してください。
　・　法第７条に基づき実施する説明会の資料については、作成した第１部（届出事項・添付書類編）及び第２部（届出事項以外の指針配慮事項編）の中から、届出予定者が自らの判断により選択した項目を加えたものを資料とすることも可能です。
　・　経済企画課を含む市関係部署及び警察等関係機関との間で実施した協議（打合せ結果、電話確認等）の内容（確認事項、指示事項、対応内容等）は、議事録（書式は任意です）として提出してください。

１　作成にあたっての留意事項
(１)　用紙はA４サイズを使用してください（両面印刷は不可）。ただし、図面については折り畳みも可能です。
(２)　本「記載例」は、法第５条第１項の規定による大規模小売店舗の新設案件用に記述しているため、法第６条第２項及び附則第５条第１項の規定による届出等（新設日の繰り上げ、店舗面積の増加、施設の配置に関する事項及び施設の運営方法に関する事項等の変更を行おうとする場合、あるいは既存店舗の変更届出を行おうとする場合）は、本市と協議のうえ、その内容に合わせて、また現状との比較ができるように記載してください。
(３)　「配置図」等の図面については、第１部、第２部とも「添付図面」の説明のところで記載項目を記してありますが、見やすい範囲で可能な限り１枚の図面に各項目をまとめて記載してください。

(４)　記入欄が不足の時は、別紙を使用してください。
(５)　添付図面を参照する際には参照先のページ№を記載してください。
２　提出先

　　　　〒２６０－８７２２　千葉市中央区千葉港１番１号　
　　　　　　　　　　　　　　千葉市経済農政局経済部産業支援課
３　提出部数
　　正本１部及び副本２９部
出店準備計画書（記載例）
第　　1　　部
（届出事項・添付書類編）
	 
	(１)　本編は、法第５条第１項及び第２項並びに法施行規則第３条及び第４条に規定されている大規模小売店舗の新設等に伴う届出事項及び添付書類について、その記載例及び記載要領を示したものです。
(２)　この届出事項及び添付書類の内容については、地元説明会で周知しなければならないものであるため、地元説明会資料には必ず記載してください。
	


第１部　（届出事項・添付書類編）　記載例索引
	Ⅰ　本編　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　１　大規模小売店舗の名称及び所在地　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　２　大規模小売店舗において小売業を行う者の氏名又は名称及び住所並びに法

　　人にあっては代表者の氏名　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　３　大規模小売店舗の新設をする日　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　４　大規模小売店舗内の店舗面積の合計　・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　５　大規模小売店舗の施設の配置に関する事項　・・・・・・・・・・・・・・・
　６　大規模小売店舗の施設の運営方法に関する事項　・・・・・・・・・・・・・
Ⅱ　添付書類　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　１　法人にあってはその登記事項証明書　・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　２　主として販売する物品の種類　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　３　建物の位置及びその建物内の小売業を行うための店舗の用に供される部分
　　の配置を示す図面　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　４　必要な駐車場の収容台数を算定するための来客の自動車の台数等の予測の結
　　果及びその算出根拠　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　５　駐車場の自動車の出入口の形式又は来客の自動車の方向別台数の予測の結果

　　等駐車場の自動車の出入口の数及び位置を設定するために必要な事項　・・・・
　６  来客の自動車を駐車場に案内する経路及び方法　・・・・・・・・・・・・・
　７　荷さばき施設において商品の搬出入を行うための自動車の台数及び荷さばき

　　を行う時間帯　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　８　遮音壁を設置する場合にあっては、その位置及び高さを示す図面　・・・・・
　９  冷却塔、冷暖房設備の室外機又は送風機を設置する場合にあっては、それら

　　の稼働時間及び位置を示す図面　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
１０　平均的な状況を呈する日における等価騒音レベルの予測の結果及びその算出

　　根拠　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
１１　夜間において大規模小売店舗の施設の運営に伴い騒音が発生することが見込

　　まれる場合にあっては、その騒音の発生源ごとの騒音レベルの最大値の予測の

　　結果及びその算出根拠　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
１２　必要な廃棄物等の保管施設の容量を算出するための廃棄物等の排出量等の予

　　測の結果及びその算出根拠　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
Ⅲ　添付図面（届出事項・添付書類編）　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
Ⅳ　交通量調査及び交通量予測の記入例　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　１　交通量調査結果　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　２　交差点交通量調査結果　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　３　信号現示調査結果　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　４　交通量予測の結果等　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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Ⅰ　本　編
１　大規模小売店舗の名称及び所在地
名　称　○○○○　△△△店
所在地　千葉市○○区○○町○○丁目○○番地　外○筆
	
	・建物の名称は設置後予定している名称（仮称も可）を記載すること。
・所在地は計画地の土地登記簿上の地番・筆数を記載すること。


２　大規模小売店舗において小売業を行う者の氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては代表者の氏名
	
	小　　　　売　　　　業　　　　者
	住　　　　　　　　　　所

	
	氏名（名称）
	代表者（法人の場合）
	

	
	㈱○○○○
	代表取締役社長
　　　○　○　○　○
	東京都○○区○○町○○丁目○○番地

	
	㈱△△△
	代表取締役
　　　△　△　△　△
	千葉市○○区○○町○○丁目○○番地

	
	□□□
	
	千葉市○○区○○町○○丁目○番○号


	
	・全ての小売業者名を記載すること（別紙としても可）。
・届出時点で小売業者が未定の場合はその旨を記載し、決定次第、別途法第６条第１項届出を行うこと。


３　大規模小売店舗の新設をする日
平成○○年○○月○○日　
	
	・当該建物の開店予定年月日を記載すること。
・届出予定日から原則８月以降の日付を記載すること。



４　大規模小売店舗内の店舗面積の合計
○，○○○㎡
５　大規模小売店舗の施設の配置に関する事項
　（１）　駐車場の位置及び収容台数
	
	位　　　　　　　　　　　置
	収容台数
	

	
	第１駐車場（Ｐ○○別添配置図上№○）
	○○○台
	

	
	
	
	

	
	第２駐車場（Ｐ○○別添配置図上№○）
	○○○台
	

	
	合　　　　　　　　計
	○○○台
	


　（２）　駐輪場の位置及び収容台数
	
	位　　　　　　　　置
	収容台数
	

	
	第１駐輪場（Ｐ○○別添配置図上№○）
	○○台
	

	
	第２駐輪場（Ｐ○○別添配置図上№○）
	○○台
	

	
	合　　　　　　　　計
	○○台
	


　（３）　荷さばき施設の位置及び面積
	
	位　　　　　　　　置
	面　　積
	

	
	建物内西側（Ｐ○○別添平面図上に記載）
	○○㎡
	


　（４）　廃棄物等の保管施設の位置及び容量
	
	位　　　　　　　　置
	容　　量
	

	
	建物内南側（Ｐ○○別添平面図上に記載）
	○○㎥
	


６　大規模小売店舗の施設の運営方法に関する事項
　（１）　大規模小売店舗において小売業を行う者の開店時刻及び閉店時刻
	
	小売業者名
	開店時刻
	閉店時刻
	備　　考

	
	㈱○○○○
	午前○○時○○分
	午後○○時○○分
	

	
	㈱△△△
	午前○○時○○分
	午前○○時○○分
	

	
	□□□　　他　○名
	２４時間
	

	
	
	
	
	


	
	・小売業者ごとに営業時間が異なる場合は、それぞれについて記載すること。


　（２）　来客が駐車場を利用することができる時間帯
	
	駐車場№
	駐車可能時間帯
	

	
	第１駐車場
	午前○○時○○分～午後○○時○○分
	

	
	
	
	


	
	・駐車場ごとに駐車可能時間帯が異なる場合は、それぞれについて記載すること。


　（３）　駐車場の自動車の出入口の数及び位置
	
	駐車場№
	出入口の数
	位　　　　　　　　　　置
	

	
	第１駐車場
	○箇所
	建物西側（Ｐ○○別添配置図上№○）
	

	
	第２駐車場
	○箇所
	建物北側（Ｐ○○別添配置図上№○）
	

	
	合　　　　　　計
	○箇所
	
	


　（４）　荷さばき施設において荷さばきを行うことができる時間帯
	
	荷さばき施設№
	荷さばき可能時間帯
	

	
	№○（Ｐ○○別添配置図参照）
	午前○○時○○分～午後○○時○○分
	

	
	
	
	


	
	・荷さばき施設が複数箇所あり、荷さばき可能時間帯が異なる場合は、それぞれについて記載すること。


Ⅱ　添付書類
１　法人にあっては、その登記事項証明書
　　別添のとおり
	
	・届出書の正本に届出日の直近３月以内のものを１部添付すること。
・届出書の副本に添付するものは、正本に添付するもののコピーで可。
・出店準備計画書においては添付不要。


２　主として販売する物品の種類
	
	小　売　業　者　名
	主として販売する物品の種類
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


	
	・決定済みの小売業者名ごとに、主として販売する物品の種類を記載すること。


３　建物の位置及びその建物内の小売業を行うための店舗の用に供される部分の配置を示す図面
　（１）　建物配置図
　　　　　Ｐ○○
	
	・縮尺：1／200～500。
・店舗の用に供する部分、その他の施設、駐車場等の配置が分かる図面。
・別添資料「添付図面について」を参照すること。


　（２）　各階平面図
　　　　　Ｐ○○～○○
	
	・縮尺：1／200～500。
・各小売業者又は業態ごとに範囲を示した各階ごとの平面図。
・別添資料「添付図面について」を参照すること。


　（３）　求積図
　　　　　Ｐ○○
　（４）　立面図
　　　　　Ｐ○○
	※イメージ図があれば、添付してください。


　

４　必要な駐車場の収容台数を算定するための来客の自動車の台数等の予測の結果及びその算出根拠
（１）　指針による必要駐車台数計算式
	
	事　　　　　　　項　　　　　　　等
	各事項算出のための計算式等

	
	地区の区分
	商業地区・その他地区
	

	
	Ｓ：店舗面積
	千㎡
	

	
	Ａ：店舗面積当たり日来店客数原単位
	人／千㎡
	

	
	Ｂ：ピーク率
	１４．４％
	

	
	Ｌ：駅からの距離（※１）
	　　　ｍ
	　駅名：

	
	Ｃ：自動車分担率
	％
	

	
	Ｄ：平均乗車人員
	人／台
	

	
	Ｅ：平均駐車時間係数
	
	

	
	必　要　駐　車　台　数
	台
（端数処理：小数点以下四捨五入）
	　Ａ×Ｓ×Ｂ×Ｃ÷Ｄ×Ｅ


	・指針の数値に基づいて算出する場合はこの表に記載すること。

・特別な事情により指針の数値に基づくことなく算出する場合は、参考として記載すること。

・※１：駅からの距離は、最寄り駅の改札口から店舗の敷地を結んだ地図上の直線距離を記載すること。


（２）　特別な事情による駐車場台数の算出
	
	特別な事情の説明　：


	
	必要駐車台数
	台
	

	
	必要駐車台数算出根拠　：


	・特別な事情により、指針の数値によらず算出する場合に使用すること。


（３）　その他の駐車場の状況
　［併設施設の駐車場］
	
	名　　称
	営業内容
	面　積
	当該小売店舗駐車場と共用・別途の別
	必要駐車
台　　数
	算　出　根　拠
	収容台数

	
	
	
	㎡
	共用・別途
	台
	
	台

	
	
	
	㎡
	共用・別途
	台
	
	台

	
	合　　　　　　計
	台
	
	台


	
	・小売店舗以外の併設施設がある場合に使用すること。

・当該施設の収容能力、利用時間、回転率等を基に算出根拠を示すこと。
	


　
５　駐車場の自動車の出入口の形式又は来客の自動車の方向別台数の予測の結果等駐車場の自動車の出入口の数及び位置を設定するために必要な事項
	・立地場所、駐車場の位置、出入口の数、位置等によっては、歩行者・自転車についても交通量調査を実施していただき、説明を求める場合があります。
・駐車場の自動車の出入口の形式、敷地内駐車場待ちスペース、方向別来台数の予測を必要事項とした場合は、以下の表を用いると便利です。

・設置する駐車場が、駐車場法の定める構造及び設備の基準が適用される駐車場に該当しない場合であっても、出入口の位置は、駐車場法の基準に則したものとなるよう努めてください。


（１）　駐車場の自動車の出入口の形式
①　駐車場の入庫処理能力
	
	出入口の場所
	１時間当たり入庫処理能力
	ピーク時１時間に予想される
来客の自動車台数

	
	Ｐ○○別添図面上　№○
	台
	台

	
	Ｐ○○別添図面上　№○
	台
	台


（端数処理：四捨五入）
	・自走式で発券ブースのない駐車場は記載の必要はない。


（２）　敷地内駐車待ちスペース　
	
	出入口の場所
	駐車待ち
スペース
の有無
	実際に用意
する駐車待
ちスペース
	発券ブ
ースの
有無
	必要な駐車待ち
スペース
	駐車待ちスペース
「無」の場合

	
	
	
	
	
	長さ
	算出根拠等
	その理由・対策

	
	Ｐ○○別添図面上

№○
	有・無
	ｍ
	有・無
	ｍ
	
	

	
	Ｐ○○別添図面上

№○
	有・無
	ｍ
	有・無
	ｍ
	
	


（３）　敷地周辺の道路の状況
	
	・別添「周辺見取図」に敷地周辺の道路の「№○」を表示すること。
	


　
	
	項　　　　　目
	道路　№１
（道路名：　　）
	道路　№２
（道路名：　　）
	道路　№３
（道路名：　　）
	道路　№○
（道路名：　　）

	
	道路幅員
（車　線　数）
歩道の有無・幅員
	ｍ
車線
有・無　　　　ｍ
	ｍ
車線
有・無　　　　ｍ
	ｍ
車線
有・無　　　　ｍ
	ｍ
車線
有・無　　　　ｍ

	
	交通規制
	
	
	
	

	
	信号交差点数
（うち右折帯設置の交差点数）
	交差点
（　　　交差点）
	交差点
（　　　交差点）
	交差点
（　　　交差点）
	交差点
（　　　交差点）

	
	横断歩道等の状況
	有　・　無

	有　・　無
	有　・　無
	有　・　無

	
	
	公共施設等

	公共施設等

	公共施設等

	公共施設等


	
	通学路の有無
利用者数
	有　・　無
人
	有　・　無
人
	有　・　無
人
	有　・　無
人

	
	バス路線の有無
	有　・　無
	有　・　無
	有　・　無
	有　・　無


	
	・「交通規制」欄には、交通規制の内容を記載し、「周辺見取図」にも規制内容を記載すること。
・「横断歩道等の状況」欄には、横断者の多寡及び近くの学校等公共施設名を記載すること。


（４）　来客の自動車の方向別台数の結果等
①　現状の平日、休日（日曜日）それぞれの交通量調査の結果
	
	調査年月日
	平　日：　　年　　月　　日 （    ）
休　日：　　年　　月　　日 （ 日 ）

	
	調査場所
	

	
	調査方法
	

	
	調査結果
	別添資料参照


	・調査場所は原則として、店舗周辺の最寄りの交差点とするが、調査年月日も併せその選定については関係機関と協議のうえ決定すること。
・調査時間帯は、開店から閉店までの前後１時間を含む時間帯とする。
・調査内容としては、車種及び時間帯別・方向別の台数を調査するものとする。
・調査結果は別添資料とし、見取図上に結果を記載すること。
・「交通量調査結果記入例」を参照すること。


６　来客の自動車を駐車場に案内する経路及び方法
（１）　周辺見取図に来客の自動車の案内経路を表示した図面
　　　　　Ｐ○○　○×図　参照
	
	・「添付図面について」を参照すること。
	


（２）　経路を来店者に知らせる方法
	
	項　　　　　目
	具　　　体　　　的　　　な　　　内　　　容

	
	案内表示の設置
（看　板　等）
	（設置場所、内容等）

	
	チラシ等の配布
	（配布方法、内容等）

	
	交通整理員の配置
	（配置場所、人数、配置日時等）

	
	そ　　の　　他
	


	
	・看板等の設置場所及び交通整理員の配置場所については、周辺見取図にその予定場所を記載すること。

・小売店舗以外の施設が付設されており、その施設の利用者の自動車と駐車場出入口を共用する場合には、設置者において配慮した事項を記載すること。



７　荷さばき施設において商品の搬出入を行うための自動車の台数及び荷さばきを行う時間帯
	
	搬出入車両の積載重量
	搬出入時間帯
	搬出入車両数

	
	○○ｔ車
	午前○○時○○分～午前○○時○○分
	○台

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


	
	・届出事項の荷さばき時間帯を１時間ごとに区切って記載すること。
・複数の車両が荷さばきを行う場合には、積載重量ごとの搬出入計画を記載すること。


８　遮音壁を設置する場合にあっては、その位置及び高さを示す図面
	
	遮音壁の有無
	遮音壁の高さ
	遮音壁の位置
	

	
	有・無
	ｍ
	Ｐ○○別添配置図
	


９　冷却塔、冷暖房設備の室外機又は送風機を設置する場合にあっては、それらの稼働時間帯及び位置を示す図面
	
	項　　目
	設置の有無
	稼　動　時　間　帯
	位　　　置

	
	冷却塔
	有・無
	午前○○時○○分～午後○○時○○分
	Ｐ○○別添配置図

	
	室外機
	有・無
	
	

	
	送風機
	有・無
	
	

	
	その他（　　　　　　）
	
	


	
	・設置のある項目については、機器ごとに付番のうえ、稼動時間帯ごとに分けて記載すること。


１０　平均的な状況を呈する日における等価騒音レベルの予測の結果及びその算出根拠

	
	（昼間・夜間共通の注意事項）

・指針による場合は、下記の表を使用すると便利です。

・騒音予測地点をA地点、B地点、C地点、D地点として別添「建物配置図」上に表示すること。
・基準距離における騒音レベルの根拠は、その出典を明示すること。
　（例）文献名／メーカーの提示した数値等

・法６条２項又は附則５条１項に基づく変更の場合には、店舗から発生する騒音の実測値を使用して予測・評価することを推奨します。


（１）　昼間の等価騒音レベルの予測
［昼間］
	騒音発生源
	基準距離に
おける騒音
レベル等
	騒音発生回数
	予測地点までの距離（ｍ）
	各予測地点にお
ける騒音レベル
（dB）

	
	
	
	Ａ地点
	Ｂ地点
	Ｃ地点
	Ｄ地点
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	定
常
騒
音
	冷却塔
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	室外機
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	給排気口
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	変
動
騒
音
	自動車走行
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	荷さばきアイドリング
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	荷さばき後進ブザー
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	廃棄物収集作業
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	ＢＧＭ　等
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	衝
撃
騒
音
	荷さばき荷おろし音
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	荷さばき台車走行音
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	昼間（午前６時００分～午後１０時００分）の等価騒音レベル
	Ａ地点
	dB

	Ｂ地点
	dB

	Ｃ地点
	　　　　dB

	Ｄ地点
	dB


　（２）　夜間の等価騒音レベルの予測
	
	・夜間営業その他の理由により、夜間騒音が発生する見込みのある場合に記載。
	


［夜間］
	騒音発生源
	基準距離に
おける騒音
レベル等
	騒音発生回数
	予測地点までの距離（ｍ）
	各予測地点にお
ける騒音レベル
（dB）

	
	
	
	Ａ地点
	Ｂ地点
	Ｃ地点
	Ｄ地点
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	定
常
騒
音
	冷却塔
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	室外機
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	給排気口
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	変
動
騒
音
	自動車走行
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	荷さばきアイドリング
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	荷さばき後進ブザー
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	廃棄物収集作業
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	ＢＧＭ　等
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	衝
撃
騒
音
	荷さばき荷おろし音
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	荷さばき台車走行音
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	夜間（午後１０時００分～午前６時００分）の等価騒音レベル
	Ａ地点
	dB

	Ｂ地点
	dB

	Ｃ地点
	　　　　dB

	Ｄ地点
	dB


１１　夜間において大規模小売店舗の施設の運営に伴い騒音が発生することが見込まれる場合にあっては、その騒音の発生源ごとの騒音レベルの最大値の予測の結果及びその算出根拠
	
	・夜間営業その他の理由により、夜間騒音が発生する見込みのある場合に記載。

・予測式等を用いた計算は別添資料とすること。

・法６条２項又は附則５条１項に基づく変更の場合には、店舗から発生する騒音の実測値を使用して予測・評価することを推奨します。
	


［夜間（午後１０時００分～午前６時００分）において発生が見込まれる騒音］
	騒音発生源
	基準距離に
おける騒音
レベル等
	騒音発生回数
	予測地点までの距離（ｍ）
	各予測地点にお
ける騒音レベル
（dB）

	
	
	
	Ａ地点
	Ｂ地点
	Ｃ地点
	Ｄ地点
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	定
常
騒
音
	冷却塔
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	室外機
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	給排気口
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	変
動
騒
音
	自動車走行
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	荷さばきアイドリング
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	荷さばき後進ブザー
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	廃棄物収集作業
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	ＢＧＭ　等
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	衝
撃
騒
音
	荷さばき荷おろし音
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	荷さばき台車走行音
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


１２　必要な廃棄物等の保管施設の容量を算出するための廃棄物等の排出量等の予測の結果及びその算出根拠
（１）　廃棄物等の排出量等の予測
	廃棄物種別
	Ｓ
店　舗　面　積
	Ａ
一日あたり廃棄物
排出量
（指針原単位×Ｓ）
	Ｂ
平均保
管日数
	Ｃ
見かけ
比重
（ｔ／㎥）
	排出予測量
Ａ×Ｂ÷Ｃ

	紙製廃棄物等
	6,000㎡以下の部分
	千㎡
	（　　　　　　t）
	日
	
	㎥

	
	6,000㎡超の
部分
	千㎡
	（　　　　　　t）
	
	
	

	
	
	計　　　　　　　t
	
	
	

	金属製廃棄物等
	6,000㎡以下
の部分
	千㎡
	（　　　　　　t）
	日
	
	㎥

	
	6,000㎡超の
部分
	千㎡
	（　　　　　　t）
	
	
	

	
	
	計　　　　　　　t
	
	
	

	ガラス製廃棄物等
	6,000㎡以下
の部分
	千㎡
	（　　　　　　t）
	日
	
	㎥

	
	6,000㎡超の
部分
	千㎡
	（　　　　　　t）
	
	
	

	
	
	計　　　　　　　t
	
	
	

	プラスチック製廃棄物等
	6,000㎡以下の部分
	千㎡
	（　　　　　　t）
	日
	
	㎥

	
	6,000㎡超の
部分
	千㎡
	（　　　　　　t）
	
	
	

	
	
	計　　　　　　　t
	
	
	

	生ごみ等
	6,000㎡以下の部分
	千㎡
	（　　　　　　t）
	日

	
	㎥

	
	6,000㎡超の
部分
	千㎡
	（　　　　　　t）
	
	
	

	
	
	計　　　　　　　t
	
	
	

	その他の可燃性廃棄物等
	千㎡
	計　　　　　　　t
	日
	
	㎥

	計
	㎥


	・指針による場合は、前ページの表を使用すると便利です。

・上記の分類以外の廃棄物等の排出に関しても、指針の定めにより適切な保管容量を確保する必要がありますので、その対応について「第２部（届出事項以外の指針配慮事項編）」において記述してください。


　［見かけ比重について、指針の数値によらない場合］
	
	見かけ比重の根拠等


	・見かけ比重について、指針の数値によらない場合には記載のこと。


（２）　特別な事情による廃棄物等の排出量予測
	
	特別な事情の説明　：


	
	廃棄物種別
	排出予測量
	排出量予測の根拠

	
	紙製廃棄物等
	㎥
	

	
	金属製廃棄物等
	㎥
	

	
	ガラス製廃棄物等
	㎥
	

	
	プラスチック製廃棄物等
	㎥
	

	
	生ごみ等
	㎥
	

	
	その他の可燃性廃棄物等
	㎥
	

	
	合計
	㎥
	


	・特別な事情がある場合のみ記載すること。
・上記の分類以外の廃棄物等の排出に関しても、指針の定めにより適切な保管容量を確保する必要がありますので、その対応について「第２部（届出事項以外の指針配慮事項編）」において記述してください。


（３）　小売店舗以外の施設からの廃棄物等の排出状況
	
	廃棄物保管施設の状況
	小売店舗と共用　　・　　小売店舗と別途確保


	・小売店舗以外の施設がある場合のみ記載すること。


	
	廃棄物種別
	排出予測量
	小売店舗以外の施設からの
廃棄物等の排出量予測の根拠

	
	紙製廃棄物等
	㎥
	

	
	金属製廃棄物等
	㎥
	

	
	ガラス製廃棄物等
	㎥
	

	
	プラスチック製廃棄物等
	㎥
	

	
	生ごみ等
	㎥
	

	
	その他の可燃性廃棄物等
	㎥
	

	
	合計
	㎥
	


	・廃棄物保管施設を小売店舗と共用の場合のみ記載すること。
・上記の分類以外の廃棄物等の排出に関しても、指針の定めにより適切な保管容量を確保する必要がありますので、その対応について「第２部（届出事項以外の指針配慮事項編）」において記述してください。


Ⅲ　添付図面（届出事項・添付書類編）
・　届出書及び添付書類に添付する図面は、以下のように図面の種類ごとに届出に応じて見易い範囲で可能な限りまとめて記載すること。ただし、１つの図面にまとめることが困難な場合には、複数の図面に記載すること。
　・　図面には必ず縮尺・方位を明記すること（２枚以上に図面を分ける場合には、縮尺を統一すること。）。
　・　小売店舗以外の併設施設についても必要に応じ記載すること。
	提出する図面の種類
	併用可能な図面の種類
	記　　載　　項　　目　　等

	１　建物位置図
（縮尺：1/25，000）
　建物の位置及び周辺の幹線道路等の状況のわかる図面
	（1）経路に関する図面

	
	　①広域見取図
	・半径3㎞～5㎞程度の範囲を含むもの
・周辺道路の状況がわかるもの

・建物の位置を明示すること

	２　周辺見取図
（縮尺：1/2,500）
　隣接地の用途現況及び街づくり計画等の範囲がわかる図面
	（1）経路に関する図面

	
	　①周辺見取図・来客自動
　　車の案内経路
	・敷地周辺（出店地から半径1㎞程度）の道路の状況
　道路幅員／交通規制／歩道の有無／
　横断歩道・歩道橋の位置及び現況／
　通学路の有無と位置／バス路線の有無と位置／公共施設等の位置
・自動車の案内経路の表示（入場・出場両方を記載）
　来客自動車の案内経路／小売店舗以　外の複合施設の利用者の案内経路／
　搬出入車両の運行経路／経路案内看　板
　の設置場所／交通整理員の配置

	
	　②交通量調査の結果
	・現状の平日・日曜（休日）それぞれの交通量調査の結果
※調査を行った場合、記載してください。


	提出する図面の種類
	併用可能な図面の種類
	記　　載　　項　　目　　等

	３　建物配置図
（縮尺：1/200～500）
　店舗の用に供する
部分、その他の施設、
駐車場の配置がわか
る図面
	（1）駐車場計画に関する図面

	
	　①駐車場配置図
	・駐車場の配置（複数の駐車場がある場合には、各個に番号を付すこと）
・駐車区画の配置（寸法入り）
・駐車場内外の自動車の通路、幅員
・駐車場の出入口の位置及び出入口が接する道路の位置、幅員（複数の出入口がある場合には、各個に番号を付すこと）
・駐車場から店舗の入口までの歩行者経路
・交通整理員の位置
・駐車待ちスペースの位置及び入出庫の発券ブースの位置（設ける予定のある場合）
（複数ある場合には、各個に番号を付すこと）

	
	（2）駐輪場の計画に関する図面

	
	　①駐輪場配置図

　※　自動二輪・原付自転車についての対応はここに記載すること。
	・駐輪場の配置（複数の駐輪場がある場合には、各個に番号を付すこと）
・駐輪区画の配置（寸法入り）
・駐輪場への自転車の経路
・駐輪場案内表示の位置

	
	（3）荷さばき施設の計画に関する図面

	
	　①搬出入車両の出入口　　の位置等配置図
	・出入口の位置
・出入口付近の建物現況（住宅、学校、病院等）
・出入口が接する道路の位置、幅員

	
	（4）騒音発生源となる施設設備の配置図

	
	　①騒音発生源となる施　　設設備の配置図
	・各施設設備の配置、寸法
冷却塔、室外機、給排気口等
駐車場、荷さばき施設、廃棄物保管場所等、 拡声器等
・騒音予測地点
・遮音壁の防音設備の配置（寸法入り）

	
	（5）廃棄物等保管施設に関する図面

	
	　①廃棄物等保管施設の　　配置図
	・廃棄物等保管施設の位置及び隣接地の用途


	提出する図面の種類
	併用可能な図面の種類
	記　　載　　項　　目　　等

	４　各階平面図
（縮尺：1/200～500）
　各業態ごとに範囲
を示した各階ごとの平面図
	（1）駐車場計画に関する図面

	
	　①駐車場各階平面図
	・間取り・駐車区画等の寸法
・駐車場内外の自動車の通路・幅員
・駐車場から店舗の入口までの歩行者経路

	
	（2）荷さばき施設の計画に関する図面

	
	　①荷さばき施設の平面　　図
	・プラットフォームの広さ、待機スペースの大きさ

	
	（3）廃棄物等保管施設に関する図面

	
	　①廃棄物等保管施設の　　平面図
	・一般廃棄物の保管施設の寸法、高さ等
・リサイクル品のストックヤードの寸法、高さ等

	５　騒音予測に関する図面
	（1）騒音発生源・防音壁等の立面図
　・騒音予測に必要とされる高さ等の分かる図面


Ⅳ　交通量調査及び交通量予測の記入例
１　交通量調査結果
　①　平日（調査日：平成　　年　　月　　日　　曜日）
　　＜方向別交通量＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：台
	
	　　　　　　方向別
時間帯
	上り方向
	下り方向
	

	
	 9：00～10：00
	
	
	

	
	10：00～11：00
	
	
	

	
	～
	
	
	

	
	18：00～19：00
	
	
	

	
	19：00～20：00
	
	
	

	
	合　　計
	
	
	


　②　休日（調査日：平成　　年　　月　　日　　曜日）
＜方向別交通量＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：台
	
	　　　　　　方向別
時間帯
	上り方向
	下り方向
	

	
	 9：00～10：00
	
	
	

	
	10：00～11：00
	
	
	

	
	～
	
	
	

	
	18：00～19：00
	
	
	

	
	19：00～20：00
	
	
	

	
	合　　計
	
	
	


	・１時間当たりの自動車の交通量を調査方向別に記入すること。
・平日及び休日（日曜）について、それぞれ記入すること。


２　交差点交通量調査結果

	調査地点
	№１（○×交差点）

	調 査 日
	平成　　年　　月　　日（　曜日）
	天　　候
	

	概　　要
	　当交差点の交通量ピークは16：00～17：00であり、県道○○線Ａ方向からの直
	
[image: image1]

	・調査地点は、来客自動車の来退店経路上交差点から関係機関と協議のうえ選定し、交差点の全方向について調査を行うこと。

・調査時間帯は営業時間の前後１時間を含むこと。

進車両（２）に対するＣ方向から市道××町○○号線Ｂ方向への右折車両（７）による待ち行列が最大約80ｍ生じている。
	

	
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	１０
	１１
	１２
	合計

	 9：00～10：00
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	10：00～11：00
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	11：00～12：00
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	12：00～13：00
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	13：00～14：00
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	14：00～15：00
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	15：00～16：00
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	16：00～17：00
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	17：00～18：00
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	18：00～19：00
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	19：00～20：00
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	20：00～21：00
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	21：00～22：00
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合　　計
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


３　信号現示調査結果

	調査地点
	信号１（○×交差点）

	調 査 日
	平成　　年　　月　　日（　曜日）

	



凡例
	
[image: image2]

	現示
	１φ
	２φ
	３φ
	４φ

	灯器／階梯
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	１０
	合計

	Ａ
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	Ｂ
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	朝
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	昼
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	夕
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	現示
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[image: image6]
	


４　交通量予測の結果等（駐車場出入台数）
　①　平日（調査日：平成　　年　　月　　日　　曜日）
　　　　　
単位：台数
	　　　　種別
時間帯
	入　　　　　　　　場
	出　　　　　　　　場

	
	合　計
	北方向
からの
入場
A
	南方向
からの
入場
B
	○方向
からの
入場
C
	合計
	北方向の
へ　の
出場
A
	南方向の
へ　の
出場
B
	○方向
へ　の
出　場
Ｃ

	
	100％
	00％
	00％
	00％
	100％
	00％
	00％
	00％

	合　　　計
	
	
	
	
	
	
	
	

	 9:00～10:00
	
	
	
	
	
	
	
	

	10:00～11:00
	
	
	
	
	
	
	
	

	～
	
	
	
	
	
	
	
	

	18:00～19:00
	
	
	
	
	
	
	
	

	20:00～21:00
	
	
	
	
	
	
	
	


　②　休日（調査日：平成　　年　　月　　日　　曜日）

　　　単位：台数
	　　　　種別
時間帯
	入　　　　　　　　場
	出　　　　　　　　場

	
	合　計
	北方向
からの
入場
A
	南方向
からの
入場
B
	○方向
からの
入場
C
	合計
	北方向の
へ　の
出場
A
	南方向の
へ　の
出場
B
	○方向
へ　の
出　場
Ｃ

	
	100％
	00％
	00％
	00％
	100％
	00％
	00％
	00％

	合　　　計
	
	
	
	
	
	
	
	

	 9:00～10:00
	
	
	
	
	
	
	
	

	10:00～11:00
	
	
	
	
	
	
	
	

	～
	
	
	
	
	
	
	
	

	18:00～19:00
	
	
	
	
	
	
	
	

	20:00～21:00
	
	
	
	
	
	
	
	


	・上記に示すように、１時間ごとの想定来店台数を入場・出場に分けて、方向別に一覧表にすること。
・平日及び休日（日曜）について、それぞれ記入すること。
・想定商圏図を添付し、商圏設定による人口比率を記載すること。


「出店準備計画書」記載例
第　　2　　部
（届出事項以外の指針配慮事項編）
	
	(１)　本編は、法律に基づく届出事項ではありませんが、「指針」の配慮事項について、その記載例及び記載要領を示したものです。
届出予定者は本市と協議のうえ、必要項目を選択して記載してください。
(２)　本編は、地元説明会用資料としては規定されていませんが、届出予定者自らの判断により、本編の記載項目の中から必要に応じて選択した項目を、地元説明会資料に加えることも可能です。
	


第２部　（届出事項以外の指針配慮事項編）　記載例索引
	Ⅰ　計画の概要　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　１　出店（もしくは変更）にあたって　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　２　大規模小売店舗設置者の連絡先等　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　３　店舗施設計画の概要　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ⅱ　「指針」の各項目に関する事項　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　１　駐車場の計画　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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　３　荷さばき施設の計画　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　４　経路の設定等　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　５　その他の施設の配置及び運営方法に関する計画　・・・・・・・・・・・・・

　６　騒音の予測と騒音対策　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　７　廃棄物等の保管場所の計画　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　８　廃棄物等の運搬・処理計画　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　９　街並みづくり等への配慮に関する事項　・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ⅲ　添付図面（届出事項以外の指針配慮事項編）　・・・・・・・・・・・・・・・
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Ⅰ　計画の概要
１　出店（もしくは変更）にあたって
	
	・今回の出店もしくは変更計画に際し、周辺の生活環境の保持のために、特に配慮した事項等があれば記載すること。


２　大規模小売店舗設置者の連絡先等
　（１）　設置者の連絡先及び電話番号・ＦＡＸ番号・電子メールアドレス
	
	・法人にあっては、担当部署の名称も記載すること。
・担当者が複数の場合には、全てを記載すること。


３　店舗施設計画の概要
　（１）　計画地の概要
　　①　敷地面積及び土地の所有形態
	
	・敷地面積は合計面積とともに用途別に分けて記載すること。
・所有形態は自己所有及び借地の区分を記載すること。


　（例）
	
	
	面積
	所有形態

	
	建物敷地
	○，○○○㎡
	自己所有予定

	
	駐車場用地
	○，○○○㎡
	賃貸借契約予定

	
	
	
	

	
	合計
	○，○○○㎡
	


②　法令上の用途等
	
	・都市計画法上の制限等を記載すること。
　※市街化区域では用途区分（特別用途地区・高度地区・防火地域・駐車場整備地区・風致地区等も含む）まで記載すること。
・その他、建築にあたって法令上の制限等がある場合は、その旨を記載すること。
　※店舗建設が法令上不可能な地域（例：市街化調整区域、第１種低層住居専用地域、工業専用地域等）での計画は、関係部署を含めて相談の上、提出すること。
・可能であれば都市計画総括図（インターネット上で配信している「都市計画情報検索サービス」の、用途地域が分かる画面を印刷したものでも可）を添付すること。


③　現在の利用状況
	
	・計画地の現在の土地利用形態を記載すること。
　（注）　農地の場合は転用の見込みを、工場等建物が現存する場合はその所有関係（自己所有でない場合は確保の見通し）を示すこと。

	
	（例）　農地→（転用見込みを記載）
　　　　工場・倉庫等自己所有予定→（○○年○月売買契約締結予定）
　　　　更地　　等


　（２）　計画地周辺の概要
　　①　立地環境
	
	・計画地周辺の状況を具体的に記載すること。
　※特に、既存の商業集積地への立地か、住宅地への立地かが明確にわかるように表現すること。

	
	（例）　都心商業業務地区／既成市街地商業業務地区／郊外新興商業地区／低層住宅地区／郊外新興住宅地区／工場倉庫等集積地区　　等


②　隣接地の用途現況
Ｐ○○　別添周辺見取図のとおり
	
	・周辺見取図は住宅地図等の写しでも可。

・計画地の周囲４方向の隣地（道路を隔てた隣地も含む。）の建物用途現況を図面に表示すること。

	
	（例）　低層住宅・高層住宅／工場・事務所・商店／学校・病院　　等


③　基盤整備に関する事業の有無とその内容
　
	
	・計画地における市街地再開発事業・土地区画整理事業等の基盤整備に関する事業の有無とその概要について記載すること。


④　街並みづくり計画の有無とその内容
	
	・計画地における街並みづくり計画の有無とその概要について具体的に記載すること。

	
	（例）　地区計画／建築協定／都市景観デザイン推進地区／パークアンドライド事業実施地区／車両乗り入れの禁止地区　　等


　
（３）　建物の構造及び規模
①　建物構造
	
	・２以上の棟に分かれる場合は、それぞれについて記載すること。

	
	（例）　鉄骨造・鉄筋コンクリート造　地上○階、地下○階、塔屋○階　　等


　　②　店舗面積の内訳
　　　　
	    　ア　建築面積　　　　　　　　　㎡
    　イ　延べ面積　　　　　　　　　㎡
    　ウ　各階ごとの店舗面積及び延べ面積等
	・建築面積及び延べ面積の定義は、建築基準法によるものとする。


　　（例）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：㎡）
	
	　　　　　　区　分
階　数
	店舗面積
	その他の施設
	延べ面積
	

	
	
	
	
	
	

	
	3　　F
	1,000
	500
	2,000
	

	
	2　　F
	2,500
	0
	3,000
	

	
	1　　F
	2,500
	50
	3,000
	

	
	計
	6,000
	550
	8,000
	


　（４）　その他の施設計画と各施設面積
	
	・オフィス、マンション、飲食店、銀行ＡＴＭ、クリーニング、映画館、ボーリング場、ゲームセンター、温浴施設等の併設施設について、それぞれの面積の合計を記載すること。
・別棟で設置されるものについても、その旨を表示して記載すること。
・各施設の事業主体についても、可能であれば記載すること。


　　（例）
	併設施設

	①　オフィス
	
	㎡

	②　住宅
	
	㎡

	③　映画館（別棟）
	
	㎡

	④　スポーツ施設
	㈱○○○
	㎡

	⑤　文化施設
　ア　○○教室
	
	㎡
㎡

	⑥　ホテル（別棟）
	㈱○○○
	㎡

	合　　　　　　計
	㎡

	
	


	
	・未定の場合は、作成時点で決定済みのもののみ記載し、施設の区分については「業務施設」、「飲食施設」等の区分でも可。


　（５）　建物着工予定年月日及び完成予定年月日
	
	・店舗の変更届出の場合は、その変更に係る部分の工事について記載すること。


　　①　建物着工予定年月日　　　　　　　年　　　月　　　日
　　②　完成予定年月日　　　　　　　　　年　　　月　　　日
Ⅱ　「指針」の各項目に関する事項
１　駐車場の計画
（１）　駐車場の構造、収容台数、面積及び敷地の状況
　　（例）
	
	駐車場№○
（Ｐ○○別添配置図参照）
	
	
	

	収容台数
	台
	
	
	

	面積
	㎡
	
	
	

	駐車区画の大きさ
	ｍ×　　ｍ
	
	
	

	駐車料金の

徴収の有無
	有・無
	
	
	

	入口ゲートの１台
当たりの入庫処理時間
	
	
	
	

	契約形態
	
	
	
	

	駐車場の種類
	
	
	
	


	
	※契約形態→自社所有／賃貸契約（専用・特約の別を記載）


	
	※駐車場の種類例

	
	・建物外平面駐車場（自走式）
・地下駐車場（自走式）
・平面駐車場（機械式／専用建物）
・循環駐車場（機械式／専用建物）
	・専用駐車場ビル（自走式）
・屋上等建物内設置方式（自走式／地下を除く）
・平面駐車場（機械式／共用建物）
・循環駐車場（機械式／共用建物）


　（２）　交通への支障を回避するための方策等
　　（例）
	
	交通への支障回避の方策
	具　体　的　な　内　容

	
	交通整理員の配置
	配置場所：Ｐ○○別添配置図上に記載
配置人数：
配置日・時間：


	
	・特別な対策をとっている場合は記載すること。

・イベント・売出し等の特定日に、対策を予定している場合にも記載すること。


２　駐輪場等の計画
	・自動二輪車及び原動機付き自転車の取扱についても記載すること。


　（１）　必要収容台数算出根拠
	
	Ｓ：店舗面積
	㎡
	

	
	必要収容台数算出式
	台
	

	
	必要収容台数
	台
	


	・千葉市自転車等の放置防止に関する条例による場合はその旨を明記すること。


　（２）　自転車等による来客の多い時間帯
	
	　　　時　　　　　～　　　　　　　　時
	


　（３）　駐輪場等の構造、収容台数及び面積
	
	
	構　　造
	収容台数
	面　　積
	区画の大きさ

	
	№○
（Ｐ○○別添配置図参照）
	
	台
	㎡
	ｍ×　　　ｍ

	
	
	
	
	
	


	
	※構造　→　平面式／立体式／機械式等の別を記載すること。
※区画の大きさ　→　１台あたりの区画について記載すること。


　（４）　駐輪場等の案内表示の方法
	
	・看板の掲出等、表示方法を具体的に記載すること。
・表示場所等の位置を図面上に示すこと。
	


３　荷さばき施設の計画
　（１）　荷さばき施設面積・構造
	
	
	面積
	同時作業の可能な台数
	待機スペースの有無・広さ

	
	
	
	想定する

車両の大きさ
	台　数
	

	
	荷さばき施設№○（Ｐ○○平面図参照）

	㎡
	
	台
	無　・　有
（　　　 ｍ× 　　　ｍ）

	
	
	
	
	
	


　（２）　搬出入車両の出入口
	
	専用出入口の有無
	搬出入車両の出入口の数
	対　　　　　応　　　　　等

	
	有　・　無
	
	


	・「有」の場合には、設置箇所を配置図等に記載すること。

・「無」の場合には、その理由を対応等の欄に記載すること。


４　経路の設定等
　（１）　関係機関との協議等での指摘事項とその対応策
	
	相　　手　　先
	指　　　摘　　　事　　　項
	対　　応　　策　　等

	
	○○警察署交通課
	
	

	
	○○土木事務所
	
	

	
	
	
	


	
	・関係機関協議の相手先、内容等について記載すること。


　（２）　設置者が行う交通対策等の予定
	
	・特別に行う対策等があれば、公共交通計画等に対する配慮等について具体的に記載すること。

・記載
	


５　その他の施設の配置及び運営方法に関する計画
	・特記すべき事項があれば記載すること。


　（１）　歩行者の通行の利便の確保等のための計画
	
	
	具  体  的  な  内  容  等

	
	歩行者通路確保のための対策
	

	
	夜間照明等の設置の有無
	有　・　無


	・歩行者の通行の利便の確保等のために夜間照明等の設置を行う場合には、具体的な内容を記載すること。


　（２）　廃棄物減量化及びリサイクルについての計画
	
	廃棄物減量化及びリサイクル計画の予定及び概要
	

	
	


	
	周辺住民への周知方法
	

	
	


　（３）　防災・防犯対策への協力
	
	協力可能な防災対策の内容
	

	
	


	
	防犯に関して行う配慮の内容
	

	
	


６　騒音の予測と騒音対策
　（１）　荷さばき施設及び作業にかかる騒音対策の概要
	
	項　　　　　　目
	具　体　的　な　騒　音　対　策　の　内　容

	
	荷さばき施設の配置等
	　Ｐ○○別添平面図上に記載

	
	荷さばき施設の騒音対策
	

	
	荷さばき作業の騒音対策
	


	
	※荷さばき施設の騒音対策
　・荷さばき施設の十分なスペースの確保による荷さばき時間の短縮
　・荷さばき施設の屋内化
　・作業場所の床に緩衝機能を有するクッション製の素材の採用あるいは内装面の吸音材の使用等による吸音・遮音等
　といった施設建築計画面での配慮事項を記載すること。
※荷さばき作業の騒音対策
　・荷さばき作業時間の特定
　・荷さばき作業車両のアイドリングの禁止の徹底
　・低騒音型の荷さばき機器の導入
　・作業人員への騒音防止意識の徹底等
　といった荷さばき作業時の運営面又は機器選択面での配慮事項を記載すること。


　（２）　ＢＧＭ等の営業宣伝活動の予定
	
	ＢＧＭ等

の使用
	使用時間帯
	拡声器の配置
	具体的な騒音対策の内容

	
	無・有
	○○時○○分

～○○時○○分
	Ｐ○○

別添配置図参照
	


　（３）　冷却塔、冷暖房設備等の室外機又は送風機等の騒音対策等
	
	項　目
	設置の有無
	騒　音　対　策　等

	
	冷却塔
	有・無
	

	
	冷暖房設備
	有・無
	

	
	送風機
	有・無
	

	
	給排気口
	有・無
	

	
	その他
	有・無
	


	
	※冷却塔、冷暖房設備、送風機等の騒音対策を記載すること。
（例）・機器周辺の遮音効果を高めること
　　　・低騒音機器の導入
　　　・機器周辺の吸音処理（周辺の壁に吸音性の高い素材を使用する等）
　　・防振架台の配置
※給排気口等の騒音対策を記載すること。
（例）・吹き出し口、吸い込み口の形状の検討
　　　・ダクト等の吸音、風速、風量の調整
　　　・低騒音型の送風機の導入
※上記以外の付帯設備において、騒音発生源となるものがある場合には、それぞれの騒音源について記載すること。


　（４）　駐車場の設備構造と騒音対策の概要
	
	
	施設面の騒音対策
	運用面の騒音対策

	
	駐車場№○

（Ｐ○○別添配置図参照）
	
	

	
	
	
	


	
	※駐車場の施設面の騒音対策
・駐車場の屋内化とそれに伴う天井・壁の吸音処理
　・立体駐車場等におけるスロープの勾配等に配慮した防音対策
・床や排水蓋等による段差をなくすこと等
　といった施設の配置・構造面での配慮事項を記載すること。
※駐車場の運用面の騒音対策
　・駐車場の利用時間帯の制限
　・誘導員・監視員による場内走行の円滑化、見回りの実施等
　・溜まり場となること等による騒音発生の防止のため、特に深夜・早朝における駐車場の出入口の施錠、警備員の巡回等

　といった運営面での配慮事項を記載すること。


　（５）　廃棄物収集作業にかかる騒音対策の概要
	
	廃棄物回収場所の構造
	回収時間帯
	施設面の騒音対策
	運用面の騒音対策

	
	
	○○時○○分

～○○時○○分
	
	


	※廃棄物収集作業の施設面の騒音対策
・廃棄物の収集場所の屋内化及び防音対策
・廃棄物の収集場所の配置等
　といった施設の配置・構造面での配慮事項を記載すること。
※廃棄物収集作業の運用面の騒音対策
・廃棄物処理業者への騒音抑制意識向上の働きかけ
・深夜・早朝における作業回避等回収時間帯の制限等
といった運営面での配慮事項を記載すること。


７　廃棄物等の保管場所の計画
　（１）　廃棄物保管施設の計画
	
	容　量
	面　積
	構　造
	排出方法
	洗浄設備
	冷蔵設備等の有無
	附属設備の概要

	
	㎥
	㎡
	
	
	箇所
	有・無
（「無」の場合、　その理由を記載）
	


	
	・生ごみの排出がある場合には、悪臭・汚水防止等についての対策を記載すること。

	
	※附属設備の概要
　換気設備、排水設備、脱水処理機、生ごみ処理機、空き缶選別機、発砲スチロール溶融機等について記載すること。


　（２）　リサイクル品（再利用対象物）保管施設の計画
	
	容　量
	面　積
	構　造
	附属設備の概要
	備　　　考
	施設位置

	
	㎥
	㎡
	
	
	
	Ｐ○○

別添平面図
参照


	
	・リサイクル品保管施設については、リサイクル品が一般廃棄物と混入しない場所に設置すること。


８　廃棄物等の運搬・処理計画
	
	・現時点での計画の範囲で記載すること。
・分別する廃棄物の種類ごとに記載すること。
（例）　生ごみ、可燃物、不燃物、段ボール、ペットボトル、牛乳パック、空き缶、空き瓶、トレイ、発泡スチロール、古紙（新聞、雑誌・雑紙、ＯＡ紙、シュレッダー古紙）等
	


　（１）　廃棄物等の運搬計画
	
	項　　目
	生　　ご　　み
	○　○　○　○

	
	運搬の方法
	自社で運搬　・　業者委託
その他（　　　　　　　　　　　）
	自社で運搬　・　業者委託
その他（　　　　　　　　　　　）

	
	
	収集車の種類（　　　　　　　　）
	収集車の種類（　　　　　　　　）

	
	予定業者等
	
	

	
	運搬の頻度
	
	


　（２）　廃棄物等の処理方法
	
	項　　　目
	生　　ご　　み
	○　○　○　○

	
	処理の方法
	敷地内処理
敷地内中間処理
敷地外処理
その他（　　　　　　　　　　　）
	敷地内処理
敷地内中間処理
敷地外処理
その他（　　　　　　　　　　　）

	
	処理予定業者等
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


	・下の表については、敷地内処理の場合のみ記載すること。


	
	項目
	生　　ご　　み
	○　○　○　○

	
	処理の具体的な方法
	
	

	
	処理関連設備の内容
	
	

	
	処理施設の悪臭対策
	
	

	
	処理施設の防音対策
	
	

	
	処理施設の配置
	Ｐ○○別添平面図参照
	Ｐ○○別添平面図参照


　（３）　廃棄物等の減量・リサイクル計画
	
	・自主的に廃棄物の分別・リサイクル計画を立てている場合は記載すること。
	


	
	廃棄物の種類
	Ａ＋Ｂ
発生予測量（ｔ／年）
	Ａ
ごみ処分量（ｔ／年）
	Ｂ
資源化量（ｔ／年）
	

	
	段ボール
	
	
	
	

	
	空き缶
	
	
	
	

	
	空き瓶
	
	
	
	

	
	ペットボトル
	
	
	
	

	
	牛乳パック
	
	
	
	

	
	トレイ
	
	
	
	

	
	古紙
	
	
	
	

	
	その他可燃ごみ
	
	
	
	

	
	その他不燃ごみ
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	合計
	
	
	
	


　（４）　小売業者における廃棄物等運搬・処理の方法
	
	・各小売業者が個々に運搬・処理を行う場合は記載すること。

・建物設置者が一括して運搬処理を行う場合は記載不要。
・廃棄物の種類ごとに、できるだけ詳細に記載すること。
　（例）空き缶　→　再資源化のため、資源化業者に引渡し。
	


	
	小売業者名
	廃棄物等の運搬　・　処理の具体的方法

	
	
	

	
	
	

	
	
	


　（５）　食品加工場等計画
	・食品加工場がある場合のみ記載すること。


	
	面　　　積
	

	
	構　　　造
	

	
	配　　　置
	Ｐ○○別添配置図参照

	
	加工の具体的内容
	

	
	悪臭対策
	

	
	汚水対策
	


９　街並みづくり等への配慮に関する事項
　（１）　街並みづくり等への配慮事項
	・特記すべき事項があれば記載すること。


	
	


　（２）　敷地内の緑化計画
	
	敷　地　面　積
	緑化する土地の面積
	緑　　　化　　　の　　　方　　　法

	
	㎡
	㎡
	


　（３）　景観への配慮
	・特記すべき事項があれば記載すること。

・建物完成予想図について可能であれば添付すること。


	
	


　（４）　屋外照明・広告塔照明等の計画と光害対策
	・現時点での計画の範囲で記載すること。


	
	
	屋　　　外　　　照　　　明
	広　　告　　塔　　照　　明

	
	照明灯の配置
	Ｐ○○別添配置図参照
	Ｐ○○別添配置図参照

	
	照明灯の方向
	
	

	
	照明の強さ
	
	

	
	点灯時間
	
	

	
	光害対策
	
	


Ⅲ　添付図面（届出事項以外の指針配慮事項編）
・　届出事項以外の指針配慮事項に添付する図面は、以下の中から必要な項目を選択して作成してください。ただし、項目によっては、届出事項の添付書類（周辺見取図・建物配置図等）に追加して記載することも可能です。
　・　図面には必ず縮尺・方位を明記してください。
　・　小売店舗以外の併設施設についても、必要に応じ記載してください。
	提出する図面の種類
	併用可能な図面の種類
	記　　載　　項　　目　　等

	１　都市計画総括図
（縮尺：1/25,000）
 敷地及び周辺の用途指定がわかる図面
（インターネット上で配信している「都市計画情報検索サービス」の、用途地域が分かる画面を印刷したものでも可））
	
	

	２　周辺見取図
（縮尺：1/2,500）
　隣接地の用途現況及び街づくり計画等の範囲がわかる図面
	（1）歩行者の通行の利便の確保のための計画

	
	①歩行者通路図面
	・敷地周辺の歩行者通路

	
	（2）廃棄物等の運搬・処理に関する図面

	
	　①廃棄物運搬車両の運行経路
	・廃棄物運搬車両の運行予定経路

	３　建物配置図
（縮尺：1/200～500）
　店舗の用に供する部分、その他の施設、
駐車場の配置がわかる図面
	（1）歩行者の通行の利便の確保のための計画

	
	　①歩行者通路図面
	・敷地内の歩行者通路

	
	　②夜間照明等の配置図
	・敷地内に設置予定の夜間照明灯等
の配置図

	
	（2）廃棄物等の運搬・処理に関する図面

	
	　①廃棄物等運搬車両の運　　行経路
	・敷地内における運行経路

	
	　②廃棄物処理施設、食品加工場等の配置図
	・廃棄物処理施設、食品加工場等の位
置（敷地内処理または食品加工場がある場合）

	
	（3）景観への配慮に関する図面（特記すべき事項があれば記載）

	
	（4）街並みづくり等への配慮に関する図面

	
	　①屋外照明・広告塔照明の
　　配置図
	・屋外照明灯、広告塔照明灯の位置

	４　建物完成予想図
（特に縮尺はなし）
	（1）街並みづくり等への配慮に関する図面
（可能であれば、着色の建物完成予想図を添付）
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